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	基本的な考え方
	コンプライアンス推進の体制
	コンプライアンス‧リスクマネジメント推進部長を部会長、各事業のコンプライアンス担当部署の責任者をメンバーとする「グループ‧コンプライアンス部会」を設置し、帝人グループ内各所のコンプライアンス推進の確認を行っています。さらに、各事業およびグループ会社各社では「CRM推 進責任者（コンプライアンス‧リスクマネジメント推進責任者）」を選任し活動の実行を促すほか、海外統轄会社においてもコンプライアンス担当を 選任して地域性に応じた活動を進めています。こうした体制のもと、ホットラインや職制を通じたコンプライアンス報告および従業員意識調査アン ケートを通じて帝人グループ内各所の課題を認識しています。認識した課題については、教育‧啓発などの対策を帝人グループ内各所のコンプライ アンス推進計画に反映させ実施しています。このPDCAサイクルをコンプライアンス推進体制に適用することで、持続的なコンプライアンスの確保が可能となり、定期的な評価や改善活動を通じて、組織内でのコンプライアンス意識の向上や法令遵守の風土を醸成し、リスクの最小化を図っています。

	コンプライアンス推進の主な活動
	行動規範の浸透
	税務方針の制定
	企業倫理月間での全員研修
	従業員意識調査アンケート
	ホットライン窓口の運営
	帝人グループにおける非違行為やその疑いを役員、社員および取引先が直接通報できる手段としてホットライン窓口を設けており、コンプライアンス‧リスクマネジメント推進部が事務局として通報対応を担っています。通報チャネルは独立した第三者によって運営されており、24時間匿名‧多言語での通報が可能となっています。また相談‧通報した人の承諾がない限り、相談‧通報の内容を他の役員や社員に知らせることはなく、通報者に対して不利益な取り扱いをすることは厳しく禁止されています。受け付けた相談‧通報に関する情報は機密が保たれ適正に管理されています。ホットラインの利 用については、従業員に対してその必要性、利用方法を各研修で周知してお り、通報内容の調査プロセスについては「グループ内部通報規則」に定め、 社内で共有されています。また、内部通報をした人物を特定しようとする行 為やこの人物に対する嫌がらせ等の報復行為から守ることを行動規範に定めています。重大なリスクとなり得る通報はトップマネジメントに報告がなされ適切に対処します。また、対応が終了した通報事象について情報を一般化し、プライバシーに配慮した上で、半期ごとにイントラネット上に公表し、従業員の意識向上につなげています。さらに、内部通報制度の運用状況を定期的に取締役会に報告し、監督を受けています。

	2024年度の規範違反
	2024年度に寄せられた内部通報や職制報告案件のうち、調査の結果、規範に違反した事実が認められ 、適正な措置がとられた件数は以下の通りで す。


	腐敗防止の取り組み
	帝人グループは、「帝人グループ腐敗防止方針」を制定し、社内規則により腐敗防止の手続き‧体制を整備するほか、腐敗防止のための行動基準を企
	業倫理ハンドブックに定め、役員および社員に徹底を図っています。また、社内規則として「公務員等に対する贈賄防止規則」を定め、不正な意図
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